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23．Tc－GSAを用いたDynamic　SPECTによる新し

　　い肝機能指標
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　目的：Tc－GSAを用いて，　dynamic　SPECTから求め

た新しい肝機能指数（GSAの肝細胞レセプターとの親

和性を利用したhepatic　clearance）の有用性を検討し

た．理論：L（t）／【H（t）】＝Ku・∫［H（t）】dti［H（t）】＋Vh，　L（り＝

肝放射能量，【H（り】＝GSAの血中濃度，　Vh＝肝内の非

特異的GSA量，　KuはGSAの結合親和性と初期のレ

セプター量の積を表し，GSAを指標とした単位時間

当たりの有効肝血漿流量と考えることができる．結

果：Ku値は対照群で明らかに肝疾患群より高値で，

既存肝機能検査，HAI・scoreとも良好な相関関係を示

した．結語：局所肝機能の測定も可能なKuは新しい

肝機能指標として有用と考えられた．

25．幼児に対する99ntTc・DMSA腎SPECTの有用性
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　3検出器型ガンマカメラを用いて99mTc－DMSAによ

る腎のSPECTを実施し，　planar像と比較検討した．

生後1～18か月の尿路感染症42例に対し，99mTc－

DMSAの注射3時間後に撮像を始め，　planarは3方

向を各5分，SPECTは10分撮像した．42例中9例

で，欠損部をSPECTでのみ認めた．3検出器型ガン

マカメラによるSPECTは，撮像時間が10分と短
く，安静を保つのが困難な乳児では，重要なこと

である．また，planarより高分解能でrenal　scarの検

出には有利である．さらに，SPECT像の再構成で

planar像と同様に腎の全体像の作成が可能であり，

planar撮像は省略できると考えられた．

24．12SI・GSAによるラット肝虚血再灌流モデルにお
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　ラット門脈本幹を45分間閉塞し再灌流した．術後

1，3，24，48時間，8日後にi251－GSAを静注し，5分

後に採血後ただちに肝臓を摘出し，肝集積率（％dose！

g）を求めた．3時間後にGOT，　GPTのpeakを認め

た．肝集積は，3時間後に有意に低下し以後除々に上

昇し，8日後はコントロール群とほぼ同等であった．

血中カウントも3時間後上昇傾向を認めたが，以後

低下した．肝重量は経時的に有意な変化を認めな

かった．アシアロ糖タンパク受容体イメージングは，

肝細胞障害と肝再生の評価に有用と考えられた．
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